
小樽商科大学共同利用艇庫細則

（平成２年４月１日制定）

（目的）

第１条 この細則は，小樽商科大学共同利用艇庫（以下「艇庫」という。）規程第８条に基

づき，必要な事項について定めることを目的とする。

（管理運営連絡会）

第２条 艇庫の管理運営の円滑を期するため，管理運営連絡会を置く。

２ 管理運営連絡会は，小樽商科大学及び北海道大学の課外活動担当課長を連絡責任者と

し，関係職員をもって構成する。

（使用許可）

第３条 艇庫の使用は原則として年度当初に提出される年間使用計画書に基づき管理運営

責任者が調整した範囲内で許可するものとする。

２ 前項の範囲以外に願い出があった場合は，必要に応じて管理運営責任者がこれを調整

し許可するものとする。

（使用手続き）

第４条 艇庫を使用する場合は，共同利用艇庫使用許可願（別紙１）を使用開始日の１４

日前までに所属する大学に提出するものとする。

（入庫及び退庫）

第５条 艇庫を使用する者は，使用開始の前日又は当日に所属する大学の担当係に使用許

可書を提示し，鍵の貸出を受けるものとする。

２ 使用が終了した時は，使用した施設及び設備を原状に復し，終了当日又は翌日に所属

する大学の担当係に使用報告書（別紙２）を提出するとともに鍵を返却するものとする。

（使用者の注意義務）

第６条 艇庫を使用する者は，規律の維持及び施設，設備等の保全に努めるとともに管理

運営責任者が管理運営上必要と認め指示した事項については，それに従わなければなら

ない。

（使用経費）

第７条 使用者は，艇庫の管理運営に必要な経費として，別に定める経費を負担するもの

とする。

（損害の弁償）

第８条 使用者の故意又は過失により，施設・設備を滅失，損傷又は汚損した時は，その

損害額に相当する費用を弁償しなければならない。

附 則

この細則は，平成２年４月１日から施行する。

附 則

この細則は，平成１３年４月１日から施行する。

附 則

この細則は，平成１６年４月１日から施行する。



別紙１

小樽商科大学共同利用艇庫使用許可願

平成 年 月 日

小樽商科大学教育担当副学長 殿

大学名

団体名

使用責任者氏名

連路先（住所）

（電話）

顧問教員氏名

下記のとおり使用したいので許可くださるようお願いいたします。

なお，使用にあたっては小樽商科大学共同利用艇庫規程を遵守いたします。

記

自 平成 年 月 日（曜日） 時 分～ 時 分

使用期間 至 平成 年 月 日（曜日） 時 分～ 時 分

泊 日

使用目的

使用人員 男 名 女 名 計 名 （名簿別添）

使用室名 合宿室 号室 号室 号室 号室

艇庫（A・B） 食堂兼研修室

備 考

使 用 者 名 簿

学生番号 氏 名 住 所 電 話 番 号

※ 女子は学生番号を○で囲む



別紙２

小樽商科大学共同利用艇庫使用報告書

平成 年 月 日

小樽商科大学教育担当副学長 殿

大学名

団体名

使用責任者氏名 印

顧問教員氏名 印

下記のとおり艇庫を使用しましたので報告いたします。

記

自 平成 年 月 日（ 曜日） 時 分～ 時 分

使用期間 至 平成 年 月 日（ 曜日） 時 分～ 時 分

泊 日

使用目的

使用人員 男 名 女 名 計 名

使用室名 合宿室 号室 号室 号室 号室

艇庫（Ａ・Ｂ） 食堂兼研修室

備 考



参 考

小樽商科大学共同利用艇庫使用許可書

平成 年 月 日

殿

小樽商科大学教育担当副学長

下記のとおり艇庫を使用を許可する。

記

自 平成 年 月 日（ 曜日） 時 分～ 時 分

使用期間 泊 日

至 平成 年 月 日（ 曜日） 時 分～ 時 分

使用目的

使用人員 男 名 女 名 計 名

使用室名 合宿室 号室 号室 号室 号室

艇庫（Ａ・Ｂ） 食堂兼研修室

使 用 上 の 注 意

１ 規律の維持及び施設・設備等の保全に努めること。

２ 施設使用の前後には，施設・設備の点検を行い異常の有無を確認し，常に善良な管

理者の注意をもって使用すること。又，異常を認めた時は直ちに担当係に届け出るこ

と。

３ 許可された目的以外の用途に使用しないこと。

４ 許可された施設以外は使用しないこと。

５ 許可された者以外に施設を使用させないこと。

６ 火気使用に際しては火災予防に留意し，使用後の火気の点検を徹底すること。

７ 常に施設内の衛生保持に努め，清掃を徹底すること。

８ 施設利用期間中，施設が無人になる時は各室及び艇庫の出入口を施錠すること。

９ 故意又は過失による施設・設備等の滅失，損傷及び汚損については，損害額に相当

する費用を弁償すること。

１０ 鍵の貸出を受ける時は，本使用許可書を提示すること。

１１ 鍵の返却の際には，使用報告書を提出すること。


